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東京 家政学 院短大　　　 今 井弥生

カ ラ ー ・ イ メ ～ ジ の 分 析

被　服　189

目的　 衣生活 色彩環境 を予見し 設定するためには,   パ ― ソナル・ カラ ー（ 一個人の色彩 ）

を 明 らかに する ことが 必要 であ や，そ の形 成に ついて は ，す でに報 告し た 。そこ で今回 は

パーソ ナル・ カ ラーの 側面 と特に 深いか かわうを もつ ，カ ラー・ イメ ージ の問題を ホテ リ

ンダ の主因子 解 に よる主成 分 分析法 を用い て ，感 情要因 にふ れてみ た 。

方法　1  ) 調査 対象 は青年 前期か ら中期に 達した 女子85 名,    12 歳 ～17 歳 ，2   ) 調査 期間

1973 年 ～1978 年 ，毎 年11 月.     3   ） 調査内 容はJIS 色票142 色（1 色の大 きさl3miX13s ≫i   ）

をN    7の台 紙に 貼付し た試 料 の中 か ら ，質 問紙法 で パーソ ナル・ カ ラー１色 ，好 き々色彩

３色 ，その 他を 選出さ せ ，最 終時点 で パーソナ ル・カ ラーを18 尺度,    5段 階評定 をさせる。

色彩０ 観察 はJIS　Z　8723  ，表示 は　JIS　Z 8102  .　JIS　Z　8721  に 準じた 。

結果　1  ) 全 被験者イメ ージ・プ ロフ ィ ールの上 位 群は ，好 き々. 個性的*  . 明るい,

下位群 ，冷 たい ，地味 々 である 。2   ） 尺度間 の相関 は 全体に 低い が. 正 の相関 大は ，明る

い と若 々しい 。負 の相関大 は. 明る い と地味 左であっ た。　3   ) 主 成 分分析 に よる第１因 子

は ，やわ らかい ，あまい. 清 潔々，可愛 らしい, 女 性的*  . 第 ２因 子　若 々しい, 明るい,

動的 な. 強烈 痙. 第 ３因子　 自分 らしい ，好 き左 ，美しい. 上 品々 ，第 ４因子　 新しい.

冷たい, 第５因 子　 好 き 痙. 無難 左が抽 出され,   5 因子の累積 寄与 率は65  ％であっ た 。

4  ) 個人 値色彩 との対応に おい ても. や わら かさ. 若さ, 自 分らし ■5 か主 要々因 子 であ る

ことか 明 らかにさ れ, これ らの カラ ー・イ メー ジは青年 前期 ・中期 に%- け る衣生活 色彩表

現に重 要 攻意味 を もち ，そ の効果 が期待さ れる 。




